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Ⅴ．特記事項 
  
1. 輝ける者を育む全学共通教育「輝ける者 Principle」 

令和 2(2020)年度から新たな全学共通教育プログラムとして、教養教育「探求・理解プ

ロジェクト」と初年次教育「育みプロジェクト」とからなる全学共通教育「輝ける者 
Principle」を開始した。  

「探求・理解プロジェクト」は、選択必修 7 科目からなる教養教育プログラムで、総合

大学の特色を活かし、医療、工学、社会学、経営法学の学部専門領域の垣根を超えて、様々

な分野の教員たちがチームをつくり、アクティブラーニングを重視した実践的なプログラ

ムを提供している。「育みプロジェクト」は、自ら課題を見出し、自身の考えと他者の考え

を擦り合わせながら最善の解を導き出す、能動的な学びを育む教育プログラムとして、全

学共通の評価規準「育みルーブリック」により、基礎力（言語スキル、数量スキル、情報

スキル）、思考力（論理的・批判的思考力、問題発見・解決力）、実践力（自律的活動力、

人間関係形成力） の 3 観点に基づき「能動的な学びのスタイル」を醸成する。 
 

2.  スチューデント・アドバイザー制度 
スチューデント・アドバイザー（以下「SA」という。）制度は、各学科専攻の教員がき

め細やかな学生指導を行うため、学生一人ひとりに SA 教員を配置して、学修状況や学

生生活全般にわたっての相談に応じ支援する制度である。 
全学的に初年次ポートフォリオの運用を行っており、学修支援の基礎資料として積極的

に利用するとともに、SA による学生面談等においても指導に活用している。 
また、成績不振学生への早期対応により休学、留年、退学等を防ぐことを目的として、

各学科専攻で成績不振の判断基準を定め、該当学生に対する修学指導を SA が中心となっ

て実施している。その指導に資するため「修学指導記録システム」を導入している。同シ

ステムは、SA が面談等個別指導を行いシステム上の記録内容を更新すると、通知が閲覧

権限者（学科長、学部長等）に届く仕組みであり、迅速な対応策の検討が行われている。 
 
3. スポーツ活動強化支援の取り組み 

令和 2(2020)年度からスポーツ強化支運営委員会を組織し、剣道部及びフェンシング部

を中心にスポーツ活動の強化をスタートさせた。年度の経過とともに、スポーツ強化の支

援対象は、剣道・フェンシング以外の種目の個人・団体にも拡大しており、ソーシャルダ

ンス等でも全国レベルの大会に出場を果たしている。 令和 5(2023)年度には、フェンシ

ングの他スポーツクライミングの選手が国民体育大会出場を果たした。さらに、フェンシ

ングではＵ—20 日本代表選手が誕生し、国際大会や海外合同合宿に派遣された。  
 また、フェンシング部は東北地域のフェンシング選手（小学生から大学生）を対象と

した「東北絆練習会・大会」を主催しており、その活動はテレビ等のメディアに取り上げ

られ、本学の広報にも貢献している。令和 6(2024)年度から、泉中央ライオンズクラブの

仙台東北文化学園大学支部として認証され、同大会の支援をいただくことになった。 
また、令和 6(2024)年度からは、スポーツ活動に加えて文化芸術活動の支援も行うこと

としている。 




